
平成20年12月橋本市議会定例会会議録（第４号）その３ 

平成20年12月10日（水） 

                                           

○議長（中上良隆君）順番16、８番 岡本君。 

〔８番（岡本昌次君）登壇〕 

○８番（岡本昌次君）皆さん、おはようござ

います。議長のお許しを受けましたので、私、

一般質問をさせていただきます。 

 私は１件でございます。 

 京奈和自動車道の側道の交差点への信号機

設置ということでございます。なるほど、京

奈和自動車道ができて、そして側道ができて、

市民は非常に喜んでおります。まして、京奈

和自動車道は奈良、大阪、遠くへ行く場合は

いいんですけれども、側道は市民にとって非

常に利便性があっていいということが耳に入

っております。 

 そこで、前日同僚議員が言っておりました

けれども、あの交差点は20数箇所あります。

そこで、今私が言いたいのは、開通はしたも

のの、諸設備のほうは未完成に思っておりま

す。この開通を急いだということは非常に残

念だなと思うんですけれども、諸設備も折っ

てやってくれるものと、こう思っております。 

 そこで、私の質問でございますけれども、

京奈和自動車道の橋本・五條間が完成して喜

んでおります。それに伴い、側道も橋本・高

野口間が開通し、市民はもちろん、通行する

人、また車も便利になり、利便性に富んでい

ると感服しているところです。 

 しかし、今も言いましたけど、途中に交差

点が20数箇所、たくさんあり、一部では信号

機が設置されていますが、まだまだ不足して

いるように見受けられます。これというのも、

時代に即した設備だと思っております。 

 といいますのは、今は徒歩で行くんじゃな

くして車で行く、そしてスピード時代です。

そこに対して、道路ができれば、やはり、今

の時代ですから、年寄りが車いすで通るとい

うことも多々あると思います。それを言って

おります。 

 私の信号機の設置希望箇所は、高野口中学

校の生徒たちの通学路、すなわち、橋本市高

野口町北名古曽から中学校へ通う道路と京奈

和自動車道の側道の交差点のところです。こ

の交差点の現状といえば、側道を橋本から高

野口方面に来るときには、その地形を見ます

と、山の切り取りであります。そして、急な

下り坂になっております。しかもカーブにな

っているため、車に対しては「止まれ」の標

示はしてありますが、気づかずに無視をして

通過していく車が非常に多く見受けられます。

気づいてとまろうとした車も、交差点内に進

入して停止ということもあります。もちろん、

きちんと一時停止を守る車もありますが、朝

夕はこの道路を多くの中学生が通学に利用し

ています。また、平素の時間帯は車も非常に

多いです。道々では、ボランティアの方たち

が、子どもを守る会の人たちですが、朝夕立

って見守ってくださっております。しかしな

がら、それも限界があると思います。 

 側道開通後、大事故には至っていませんが、

通行人と車が危機一髪となるようなことがあ

ったと聞いております。また、これは開通し

てからでございますが、現在も４件ほど事故

が発生しておるということを聞いております。

この事故は、私は詳細には聞いておりません

が、どのような事故であったかわかりません

が、事故があったということは聞いておりま

す。このままでは、いつか近い将来に大惨事

に至ることは明らかだと思います。 

 それは、事故に対する条件が整っておるか

らです。今も言いましたけど、カーブと下り
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坂と、ここでいったら切り取りと、こういう

条件が事故の要素であります。 

 市長は「子どもは宝」とよくおっしゃって

います。私はこの宝をしっかり守ってほしい

と願います。そのためにも、一日も早く信号

機の設置と、他の交差点にもカーブミラーの

設置をするよう強く要望するところでござい

ます。 

 ここで言いますけども、通学路で信号機を

建てるのは、神野々・出塔間の西部中学校、

あの交差点には１個建っております。これを

企画したときに、ここは、この道路と交差点

は信号機が必要だということで提案してある

と思いますが、私のおっしゃっている高野口

のこの道路は提案していなかったのではない

かと。というのは、条件が非常に悪いです。 

 先日も、私、あそこにおりましたら、ボラ

ンティアの方が３名来ておりました。その２

人は交差点の左右におりまして、もう一人は

どこにおるかといいますと、橋本から西向い

て高野口に来るときに、右カーブになってお

りますので、あそこにカーブミラーがついて

おるんですけれども、わからないんだと。そ

れで、交差点から十二、三メーター、橋本寄

りで１人立っておる。そして、遮断機のよう

にして手をとめておる。生徒に行け、行けと、

こう言うておるんです。向こうの２人は、早

う渡ってくれと。それも徒歩の生徒は非常に

少ないです、自転車通学でございまして。 

 そのときに私は言いました。限界があると

いうことは、信号機であれば24時間動いてお

りますけれども、人は、時間帯に朝夕の通学

路に立っておられます。その人に「遅うまで

立ってくれているんだな」と言いましたら、

「そうです。生徒は放課後、クラブ活動をや

っておる。私たちは日没、日が暮れるまでこ

うして子どもを守っているんですよ。日が暮

れましたら、車が通る場合はヘッドライトが

ついておるから」と、このようにおっしゃっ

ていました。毎日です。 

 そして、昼は、あの道路は非常に車が多く

通ります。もう一つ、田原川の西に、突き当

たりに道路がありますけども、あれは、京奈

和から来ましたら、踏切を渡って、高野口庁

舎のところを渡って、駅前の通りを通らなけ

ればならず、大型の車は通れない。だから、

あの道を通って、線路は立体になっています

ので、線路の下を通っております。そして、

上を走って、伊都高校のところを直進して、

24号線に出るんです。 

 よく見ますと、観光バスがよく伊都高校の

前で待機しておるんですけど、あそこを通る

のには、やはり京奈和から来て、ある通学路

に来ます。駅からは来られません。だから、

これを計画したときに信号機をなぜ考えてく

れなかったのかなと。一般の方がおっしゃる

のは、立体にしてもろうたらよかったなと。

生徒は、中学１年から３年でかわっていきま

すけども、毎年入ってくるんです。それで、

３年間だけはその生徒が通っておるけど、今、

年々生徒数も少なくなってきておるものの、

中学生のある父兄に聞きましたら、あの道を

通るのはだいたい中学生の何パーセント通る

んですかと言いましたら、60％でしょうと。

そのうち、自転車は半分以上です。それじゃ、

危ないなと。歩いておれば、危ないととまれ

ますけども、自転車がふざけて通ったり、三、

四人グループで来て、そして、待った、待っ

たということを大分とボランティアの方が言

っていると。「どうぞ、岡本さん、あそこだけ

は、カーブミラーはついておるものの、カー

ブ、切り取りということで非常に見にくいん

だよ。だから、信号だけはつけてくれ」と。

ほかの信号機はあまり重視しないけど、これ

は子どもの命を守るために、まずは命です。

市長の言う子どもは宝です。そして、あの道
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は、今、お年寄りのジョギングの場所になっ

ています。非常にあそこをよく通る、車も通

る。 

○建設部長（樽井豪男君）京奈和自動車道側

道の交差点へ信号機設置についてのご質問に

つきましてお答えいたします。 

 今言いましたけども、神野々からの信号機

は２箇所ありますけれども、あそこは、よく

見ると道が広いから、今、新しい東の信号機

は非常に新しい道ですけども、車は大型が通

りますけども、そのもう一個西は通学路にな

っています、西部中学校。それをつけてくれ

てあるのに、ここは何でつけてくれていない

んだということ。 

 平成20年10月28日に供用開始いたしました、

橋本インターチェンジから高野口インターチ

ェンジ間の側道4,659.6㎞には大小14箇所の

交差点があります。そのうち、通学路に使用

されている道路との交差点は５箇所あり、岡

本議員おただしの交差点も含んでいます。 

 供用開始以前より国土交通省にもお願いし、

信号機の設置要望をしてまいりましたが、県

公安委員会の年間設置箇所は全県で20箇所程

度であり、その中で当側道には２箇所の設置

にとどまっておりますが、信号機未設置の箇

所につきましても今後も継続して強く要望し

てまいります。 

 そして、それをカーブミラーということで

ございますけど、カーブミラーだけじゃなく

して、標示板、これが欲しいと。そうですな

と言うたものの、その人たちの言うのには、

事故を招くのは、今標示板がないから、私も

そうでしたというのでどうでしたのかと聞い

たら、高野口から橋本まで行くのに、地区へ

行くのに、この地区、この地区、その標示板

がないためにブレーキを踏むところはここや

ったかな、あそこやったかなと。そのとき、

後ろからスピードでキキーッととまって、「ば

かやろう」と言われたんです。これが一つの

追突事故であるなと。それが慣れたらいいで

すけど、それも大阪から来る人は、「ここはど

こへ行くんですか」、「これは橋本へ行くんで

す」、「そうですか」と言うと、それが慣れた

らいいんですけど、地元の橋本市の市民はだ

いたいなれたと。今はどこでおりていいのか

わからん。だから、標示板は早いことしてく

ださい、これが皆さんの要望でございます。

本当に要求ですよ。だから、こういうことで

ひとつ、担当者にぜひとも設置してほしいと

いうことで第１回の質問を終わります。 

 また、信号機が設置されるまでの間、カー

ブミラー等で対処してまいりますので、ご理

解いただきますようお願いいたします。 

 議員おただしの交差点は、以前よりカーブ

ミラーの設置を予定してございまして、12月

３日に設置完了しております。 

○議長（中上良隆君）８番 岡本君、再質問

ありますか。 

 ８番 岡本君。 

○８番（岡本昌次君）説明は簡単でございま

したけども。 

 これは、県の公安委員会のほうでは20箇所

と言っておりますけれども、こういう新しい

道、これからまだまだ信号機が必要なところ

が増えてきますけれども、京奈和自動車道と

いうところは、これは今部長がおっしゃいま

したが、4.6㎞、合わせてですけれども、この

道路は20箇所のうちで第１、年度に入った第

１回に指定してもらわなければならないと思

います。 

○議長（中上良隆君）８番 岡本君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 建設部長。  といいますのは、大型農道ができたときに、

私はあそこを通って泉佐野のほうへ仕事の関〔建設部長（樽井豪男君）登壇〕 
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係でよく通いましたけども、今も通っておる

んですけれども、何ら、こんな道ができて、

イノシシかイタチが通るぐらいの道だと思っ

ておりました。だが、今になったら、第２の

24号線から通るんですよ。そして、中には、

カーブのきついところには予告信号までつい

ておるんです。あの道は農道ですよ。 

 でも、あの側道は、ただ、側道といえば側

道かもしれませんけど、非常に便利のええ、

これからどんどん延びていく。だから、あそ

こで一つ大きな惨事でも起こって、それから

建てるというよりも、今、いち早く、こうい

う道路だからというて、市長にもお願いした

いんですけども、20箇所あるならば第一番目

に設置していただけるように申請していただ

けませんか、お聞かせください。 

○議長（中上良隆君）建設部長。 

○建設部長（樽井豪男君）まず、この京奈和

側道につきましては、今議員おただしの箇所

と、もう１箇所、吉原の県道の交差点と当初

から要望してまいっております。これらは引

き続き、また今年度もつけていただくような

形の中で、県の20箇所の中にも、たとえ１箇

所、２箇所でも早くつけていただきたいとい

うのは絶えず要望しております。 

 まず、この設置を決めるにつきましては、

県警察等、現地を見まして、あと、県下に張

りつく20箇所のうちの緊急に要する箇所とい

うのを県警察、また県公安委員会のほうが認

定いたしまして、設置という形になっており

ます。 

 私どもも非常に危ないというのは認識して

おりますので、来年度、21年度に早急につけ

ていただくような活動はしていきたいと思っ

ております。 

○議長（中上良隆君）８番 岡本君。 

○８番（岡本昌次君）そこで、今４件ほど事

故が発生している。まだ、開通して１カ月余

りで４件、あの側道ですよ。そこで、私は、

高野口も第一にしてほしいんですけど、第二

にしてほしいところもあるんです。 

 といいますのは、橋本の体育館なんですわ。

あそこでマラソン大会とかいろいろなイベン

トがありますが、あれと、あそこを下ってき

た原田の三差路、あそこでは今警察がよく張

っていますわな。そのくらい、あそこでも事

故があったんじゃないですか。それほど重要

な道路です、あの道路は。 

 体育館ということは、子どもだけじゃない、

一般市民もまだこれから、各市町村からも来

ていろいろやろうとしておるんですけども、

そのときにあそこで事故が、信号がないとい

うことは非常に不便な道路なんですけども、

その点、部長あたりはどう考えておられます

か。 

○議長（中上良隆君）建設部長。 

○建設部長（樽井豪男君）今ご指摘の箇所は、

運動公園を出てきて、原田幹線との三差路と

いう認識と思っておりますけど。 

 まず、あそこにつきましては、イベント等

が非常に多いときにはそういった台数もある

と思いますが、今の原田幹線をつけるにあた

っては、あの分については当初から信号要望

等はしておりませんでした。なお、そういっ

た状況を見ながら警察のほうにも要望してま

いりたい。 

 ただし、今言った側道、もっとほかにも信

号要望が多々あります。橋本市内の中でもか

なりの信号要望があります。そういった中で

どれに優先順位をつけていくかというのは県

の公安委員会の判断になりますので、そこら

あたりはご理解を願いたいと思います。 

○議長（中上良隆君）８番 岡本君。 

○８番（岡本昌次君）県の公安委員会のほう

でちょっと聞きましたところ、調査をして、

交通量をメーンに言うておりましたよ。時間
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帯と何時間通るか、それで勘案していくんだ

と。そうなれば、人の命は何とも思っていな

い。ましてや通学路となれば、これは先ほど

も言いましたけど、市長はよく口ぐせのよう

に言っておりますけど、子どもは宝と。本当

に宝ですよ。その子どもも教育のほうでは、

あの交差点ではどのような指導をしておられ

るかわかりませんけれども、やはり交通事故

の要素というものが重なったときに起こるん

だ。信号はなぜあるかということ、ボランテ

ィアはなぜあるのかということ、信号の使命、

これをよく熟知して警察、公安委員会のほう

へも言ってもらわなければ、人は朝夕だけ通

るだけだと、それだけで話を終わっては困る

と思うんです。 

 中学生もよくボランティアの方に怒られて

います、「早く渡れ」と。べらべら、三、四人

自転車で来て、そして渡れといったらだーっ

と走っていく。それはなぜかというたら、信

号がないからです。そのボランティアの方も

限界があるんです。毎日３人ずっと、１日お

るかというたらおらないんですから。それを

熟知してもろうて、これから県、また国へそ

のことをおっしゃって、説明して、とりあえ

ず一日も早くしてほしいと。まずは、私は通

学路からやってもらいたいということで。よ

ろしいですか。 

○議長（中上良隆君）教育長。 

〔教育長（森本國昭君）登壇〕 

○教育長（森本國昭君）岡本議員のおっしゃ

っておられる交差点でございますけれども、

既に校長、あるいはＰＴＡの会長、教育委員

に来ていただきまして、議員が言われるよう

に西からくるカーブがございます。私も現場

へ行って確認させていただきましたが、本当

に危険なところでございます。 

 ＰＴＡの会長と高野口中学校の校長と教育

委員会と妙寺警察へ行ってまいりまして、い

ろいろそういう話をしております。妙寺警察

の方も大変危ないということは認識しており

まして、最優先に考えていくと、そういう話

をしていただいておりますので、よろしくご

理解のほどお願いしたいと思います。 

○議長（中上良隆君）８番 岡本君。 

○８番（岡本昌次君）今よき回答をいただき

ましたので、ぜひともこれを実現していただ

きたいと思います。 

 以上をもちまして、私の質問を終わります。 

○議長（中上良隆君）これをもって、８番 岡

本君の一般質問は終わりました。 

 この際、10時50分まで休憩いたします。 

（午前10時38分 休憩） 
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